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しヽたばし水 と緑の会 事務局

郵便振替00170‐8-352508いたばし水と緑の会
'WWW,ne.jp/asahi/nature/ね

nd/index.htm

僑区板橋2-66-l TEL03-3579‐ 2598

1橋区環境保全課内 FAX 03-3579-2589

よいお正月を迎えられたことと思います。今年もよろしくお願いいたします。

いたばし水と緑の会の会員数もついに 100名を突破しました。自然に対する考え方、

思いは人さまざまです。「私はこう思う」「オレはこれがやりたい」が集まって、「私達はこ

う思う」「私たちは責任をもって提案します」となるような共通の根つこができつつあるよう

な気がします。

さて、3ロ ロの新年会のご案内です。忙しくて会合や活動に出られない方は新年会だ

けでも来てください。

日時:1月 22日 (土)午後2時半から

場所:高島平5丁 目第 2公園集会所(地下鉄西高島平駅から5分 )

会費:1000円 (たくさん飲む人はプラス500円 )

その他:水と緑の会の名札を持つている

人はつけてください。

笹目橋

下赤嫁
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r赤塚の森』から思うこと。

赤塚の森ポランティアリーダー 島 井 誠司

いま私たちが住んでいる日本列島は,も とも

とそのほとんど全域が立派な森でうつそうと覆

われていました。人間は当然森の恵みを受けて,

他の動物たちと同じように自然に育まれなが

ら生きていたのです。やがて稲作が伝来してか

らは湿地帯の森はことごと<男卜除され,身 近な

自然の森も消滅や9人 間のための森になり,急

激に自然の改変が進みました。人間は生きてい

くうえで,農 業に使う落ち葉掻きや,燃 料のた

めの本を伐採するなど,そ れは賠然的に行なわ

れたことでした。しかし,今 日に見られる人間

生活の様々な活動は,さ らに多くの森を消失さ

せ,遠 くの出々の森でさえ有用材としてのスギ

林やヒノキ林へと姿を変えてしまいました。そ

の勢いはいまでも衰えることはなく,と <に 近

年の都市への人□の集中は,ま すます自然との

関わりから遠ざかることとなりました。

ここ板橋区内では赤塚地区の台地と低地の境

界に沿つて斜面林が辛うじて残つています成

立派に見えるこの 「赤塚の森」も,か つては原

生林のように広がりのあつた森が!そ の後の長

い歴史のあいだに面積は狭くなり,人 間生活と

深く関わりをもつ森へと改変されて,一 時期に

はいまに見るような 「赤塚の森」とはかなり違

った姿でした。例えば戦前の赤塚朔批の斜面に

は,い までは少なくなつたアカマツの林が発達

していましたし,戦 Bき中はそのアカマツの根が

銀 化大学 生 物 ・生態学研究室)

掘り起こされて松根)働を採るなど,そ の頃の森

はとことんまで利用されていたのです。戦後は

時とともに人びとの生き方は大きく変化し,日

常的に森に頼るようなことさ!)なくなりました。

やがて人びとは森から遠さかるようになり,そ

の結果として赤塚城llLの斜面には多様な植物た

ちの再生がはじまりました。初期には陽の光を

求めるたくさんの植物で藪のような状態であ

つた斜面でも,自 然の法則はその後多くの本々

を生長させ,そ れ以来 50年 以上経過した現在

ではヨナラやイヌシデが優占した見事な森が成

立しています。すでに自然林としての構成種が

林内に多数出現し,こ のまま良好に生育してい

くなら1武 やがて長い8き間をかけながらもかつ

てのバランスがとれた原生的な森 (極 相 林)

へと姿を変えていき,そ れにつれていろいろな

動物たちの生活も,ま るで自分のもヽるさとかの

ように,き つと戻つてくることでしよう。

一般に,人 間の生活領域に近い樹林地ほ定期

的に 「下刈り」が行なわれる傾向があり,現 在

の「赤塚の森」も例外ではなく,過 去に畿たびか

は 「下X」り」を受けています。これほ樹林地の

景観や林内の美観や安全の維持として行なわれ

てきたものです。このように,新 たに芽生える

生命を抑え込むような 「下刈り」が繰り返され

ることは,結 果として再生力の強い特定の種の

繁栄がある一方,再 生力が弱い種は人為的に絶
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滅へと追い込まれることが者えられます。普通,

その場の植生を構成している種組成や構造は常

に一定であることはなく,植 物に限らすその他

のすべての生きものも相互に関わり合しヽを保ち

ながら生態系を維持してしヽます。森の中が 「荒

れるにまかせてしヽる」とか 「下申力H申び放題で

ある」などという見方1乱 あくまでも人間中!い

の者え方であり,い まや生活に豊かさを得た人

間は,も うこの辺で森を自然の摂理に任せる

という基本に返つてはどうだろう。人間にとっ

て 「自然との共生」ということ1乱 すなわち人

間は自然の一員であつて,そ の自然を排斥して

は自らも存在し得ないとしヽう認識のことですが,

だからといつて 「自然への理解」を□実に自然

との触れ合いを強調する動きは,結 果的には人,

間の干渉が過度になるという危険が常にはらん

でしヽることを矢□っておくべきでしょう。「赤塚

の森Jの ように急斜面でしかも狭い地域や,水

辺のような場所は非常にデリケートであり,植

生の復元力が弱いため,常 に人為を遠ざけてお

くことが肝要で,裸 地化を防止するための唯一

の方策です。多様な生物によつて生態系が維持

され,願 わくはそれが拡大して未来へつながる

ことこそ現代に課せられた者え万であると思しヽ

ます。「自然は末来からの借り物」としヽうこと

を思い起こし,末来の森に思しヽ客也せながら辛

うじて生き残つている森をそつとしてあ|プるよ

うにして自然に返す晴ではないてしょうか。

城址広場に自然がもどってくる

と書情が<る といしヽます。草むらは汚いとと思

う人もいるようですが、生き物にとつては者8会

で少な<な つた生息環境のひとつです。

10月 に東京都公園協会の公園維持管理担

当の方と現場で意見交換をしたときに、広場の

一苫Bを自然車地にすることが了解されました。

その面積は、地図上でおおざつばな計算をした

ところではなんと1400甫 |。

条件は、人が利用する場所との境界を柵な

どで明確にする、歩ける道を作る、趣旨を説明

する香板をつける、手前側は少し低めの寧丈に

してほしい、というものでした。

枝を整理した竹もどつさり用意されました。

秋には鳴く虫を問く会をひらきたしヽですね。
1          (事

務局)
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徳丸が原公園に自然池を復活させよう

徳丸が原公園は都営三回線の高島平駅の北万

約300mの 所で、同公園内には、野球揚、テ

三スコート、児童遊園、子供動物園などがあり

ます。また、隣地には高島一小があり、100

m内 外の所には中学校、幼稚園などもある住宅

衛の中の公園で、老年から幼児まで幅広い年齢

層の人たちにより利用されてしヽます。

今回の会で行うビ方トープを作る上において

は、そういつた住民の意見を取り入私 愛され、

親しみがあり、四季の変化を楽しんでもらえる

ものができればよいと思います。

区においても層来には現況のままでなく、私

たちの者えと同様に自然池として
“
子供たち

が自然と親じむ場所にしたい
"と

考えている

という話もあります。

私は、自黙は自然の中にあり、住宅地の外側

にあるものと考えてきましたが、住宅地もかつ

ては野生の動物が棲み、植物が減っていた所で

す。人が住み、家を建て、道路を通して来たの

も、自然から見れば自然の流れではないかと思

う。

このような街の中だから動 ・植物の生息空間

(ビ方トープ)を 造り出せば昆虫やいろいろな

植物が自生してくるのではないかと思うのです。

私達が考えたのは、防水シートを張つて、そ

の上に上をかぶせる方法です。12月 5日 、

池となる部倉を3ヶ所試掘し、土質の状態を調

査し、また池全体の測量を行いました。

現在の池が作られ池であり、書水日だつたこ

とから、上層は良質の表上があり、その下層は

大 西  優

赤土の粘上でした。

埋め戻しに使用されている土は、ガレキなど

が思つたより少な<、 試掘は楽でした。

中央の水が流れているコンクリートの部分は、

しつかりした基礎で作られていて地盤沈下して

いないと考えると、周囲の上表面はコンクリー

トの縁より2～ 4cm低く、この上の部分はいく

らか地盤沈下していると思われた (元々 は水が

あり、現在は無いので、上が緻密になつたり、

踏み□められたこともあると思う力め。

ビ牙トープを作ろうとしている所の面積は、

女性陣活躍による三角測量結果を計算すると、

約115甫 【中央のコンクリート部分の面積は

約35甫 。池の医を深さ約3 0cm掘り下げると

見積もると、25m3程 度の上を移動する必要

があります。

追記 :測曇した数ltLや試し堀の時の写真は環境

保全課にあります。
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赤塚公目 (赤塚城批広場)の 斜面林保護柵作り体験記 植田 隆 夫

徳丸が原公園自然池予定地の調査に参加して

12月 5日 (上)午 後、池の地下調査と測量

を行いました。参加者は区役所から坂本 ・過 ・

番匠さん、自然回復ボランテイア受講生、水と

緑の会の10数 名でした。

大西さんの専門矢□識と技術指導で、調査は円

滑に進み、地下調査と測墨 (面積)の 2つ のグ

ループに分かれ、メジャーを持ち測る人、スコ

ップで上を掘る、など、和気あいあいのうちに

終りました

しかし、調査の日を迎えるまでには何□も話

斜面林に人が入り林床が荒れています。保護

柵は、林に人が入らないようにし、林の縁に草

地を残して、林を守るために作ります。柵を作

る場所は溜池侵」の出道と美術館嚢のフェンスの

間、長さは約40mあ ります。

この斜面林に保護柵ができれば4月 に売成し

た自然池の後背地になり、水辺～斜面林～草地

がつながつた自然の形になります。

前書きはこれくらいにして、いざ騒 弘

保護柵は杭を打ち込み、竹を横にはわして作

ります。今回使つた杭は半年前に公園の本を剪

定した枝です。それを集めて杭になるように整

理してとつておいたものを使いました。

6月 27日   杭 打ちを行いました。小雨模

様の天気だつたので、中止だろうなと思いなが

ら息子と2人 で広場に行つてみると、20人 ほ

丸谷 厚 子

し含しヽがもたれました。それは、予算点自分た

ちで果たして測塁などできるのか、不安材料は

たくさんありましたが、大西さんの助言指導、

専門的知識のおかげで実施の運びとなりました。

調査終了後、大西さんのご好意で、北海道めお

いしいジャガイモをいただき、疲れもいつぺん

に吹き飛んでしまいました。

つ後、徳丸が原公園自然池の活動にみなさま

のご協力とご参加をお待ちしております。

どの人が参カロしていました。

最初は、杭となる男定枝の先端を肖」る作業

を行いました。す夕で先端を斜めに切り落とす

のですが、なかなか大変。1～ 2本 ならよいの

ですが、十数本近く作業をすると、す夕が杭に

食い込んで取れなくなるし、手のひらにはマメ
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ができてしまいました。

次にカケヤで杭打ちに挑戦 1これがまた大変。

本づちなら1口ともなく扱えるが、カケヤは重墨

がある。杭の実上を打ち付けるのはわかつてい

るが、ねらいを定めると力が入らす、力を入れ

るとねらいが定まらない。程々にやるとへつぴ

り腰になる。腰の入らない私の横で大西さんが

ガツン、ガツンと、いい首で杭を打つている。

見よう見真似でやつて、慣れてきた頃には手の

ひらのマメがつぶれてしまい、このころになる

と雨も本降りになつてきたので、午前中で作業

は終了しました。

7月 4日   こ のイ乍業の続きを行い、杭にシュ

□縄を張つてとりあえす柵の形に。

9月 11日   赤 塚公園内の竹林で保護柵の

横にはわす孟宋竹を切りました。密集してしヽる

ところの竹を選んでのこぎりで切り (想像して

いたより簡単)、竹の枝をす夕で払い落として

束ねておき、後日竹ぼうきをつくるのに使われ

たそうです。

11月 6日   竹 を書」る作業を行いました。

この時は息子と息子の反達と二人で参加しまし

た。首段の生活の中では竹を使うことはあまり

ありませんが、今回は竹を割るという初めての

体験をしました。

ます、竹をのこぎりで定尺に切断。ここまで

の作業は簡単でした。さて、竹を書」るといつて

も竹の扱い方はまつたくの素入。根元の太い方

か、先端の細い万か、どちらからが割りやすい

のかわからない。細い方からやつてみることに

しました。

はじめにす夕で正ししヽ寸法で割れ目を入れて、

割れ□にくさびを入れておいてからす夕を動か

して少しすつ割つていくのですが、先に行くに

つれて半分が少しすつすれて、いつの間にか

7:3位 の割れになつてしまい失敗。次に子供

たちと十字型をした刃を使つて竹を4分 書』にす

る作業を行いました。この十字型の刃はすぐれ

もので、一度で1本の竹を4分 害」にしてしまう。

使い力は竹の中心部に十字型の真ん中を持つて

いき、子供たちぶ】＼ンマーで十字型の端を叩い

てしヽくと竹がきれいに割れていく。子供たちは

重いハンマーを振り落とし、竹がスパッと割れ

ていく様子を見て、日頃の力を発散しているよ

うでした。

11月 13日   保 護柵の仕上げで、打ろ付

けた杭に割つた竹を2段 ほ渡し、シュロ縄で縛

る作業を行いました。杭に竹を渡し、シュロ縄

で縛るまでは簡単にできるのですが、シュロ孫掲

の結び汚が難しい。結び力はシュロ縄の片力の

端で輪を作り、その輸の後ろにもう片方の端を

くるりと回してから、輸の中に入れてヨ1つ張れ

ば結べる。とまあ、説明すれば簡単だが、いざ

やつてみると結び目がなくなつてしまう。何度

か緑り返して結べるようになりました。

作り上がつた保護柵は思つていたよりすばら

しい出来でした。将来、柵の内側 (斜面林)に

ススキなどが生え、車も生え、昆虫も来て、本

も自然のまま枝を伸ぼすことができるでしょう。

今回、保護柵づくりで子供たちと体験したこ

とは、楽しい思い出になると共に、私たちでも

少しはこれからの自然回復に協力できることと、

層来も続けていきたしヽと息子と話し台える貴重

な体験をしました。

保護柵づくりに参加されたみなさん、お疲れ

さまでした。
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自然発見ウォーキング'99 その 2

員崎 哲 三 ・美和子

前暑の会報でご案内しましたように、8乍年 10月 23日 に開催された第2□ 自然発見ウォーキング

で実施したアンケートの結果を以下の通り整理しました (□答数 :26)。

コースの距離 参加者の住ましヽ ウヵ―キングの開催を何
で知ったか  ′

長 い

3

広

初
他
６

ちょ
うど
良い
20

しヽた
ばし
10

また、「都市の自然」に関するイメージをたすねました。□答は、次の4つから選択していただきまし

た (複数回答あり)。

①都会は人間が多<、 自然にするのは無理だ。O

②雑車が4申びてきたない。されいな車花を植えたほうが良い。2

③自然が少々破壊されても、子供がおもいつきり遊べる場所atlましぃ。6

④車むらや茂みはきれいとは言えなしヽが、生き物には必要なのかなと思う。21

ここでは、自然にするのは無理といつた回答はありませんでしたが、今回のコースである朔llL周辺の

自然が都市部にあつても残されていることによるものと者えられます。また、生き物に必要な自然とい

うものに対してはよく理解されているようですがt一 カで、雑車ではなくされいな草花、自然保護だけ

でなく子供が遊べる場所といつた要求もあります。これに関しては、城llL周辺の自然と人との係わり万t

自然地の保全のあり方など、現在議論が進められている事項が改めて問題提起されたといえるでしょう。

アンケートには、今回の自然発見ウォーキングについての感想を自由に書いていただきました。記入

いただいたのは17名の力です。

その中では、身近にこのような自然があることを再認識したとの感想が多く寄せられ いろいろなコ

ースを設けてはとの意見、もつと参加者atl曽えるように宣1云をとの意見もありました。また、公園の桜

の枝が切られていて残念だなど、公園管理に対する意見も奇せられました。

第2回の自然発見ウォーキングは概ね好評であつたと言えます。しかし、いろいろな感想をしヽたださ

ましたので、これに甘んじることなく今後の活動に活かしていきたいと思います。
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板格 のミツバチ (2)
千場 英弘

都会のニホンミツパチの営巣場所

山里で田舎暮らしをしていた頃のエホンミツ

バチは木のうろなどに営巣し、飼育も主に中をく

りぬいた本幹で行われていたが(もちろん今でも、

山里ではそうだが)、都会では民家の外壁やベラ

ンダ、庭木周辺(本のうろはここでも多い)、公園

(図2)、時には工事中の高速道路 (図3)に ま

で営巣することもある。開鎖空間に営巣するのが

多いが、図3の ように開放空間でも営巣すること

がある。元来越冬がうまいのに加えてスズメバチ

やミツバチヘギイタダニなどの天敵に対応でき

る能力を持っているので、いちたん都会に入ると

飼育と言う保護を受けなくても自立できる。都内

全体や日本全土(たぶん北海道を除く)の市街地

で繁殖していると思われ、
“
都会人

"な
らず、

“
自

立した都会バチ
"に

なりきつている。時にはセイ

ヨウミツパチも見かけるが、多くの場合近くで飼

育 していて、
“
自立

"で
きない場合がほとんどである。

ミツバチの危険性

ニホンミツバチは基本的におとなしく、人がいたず らしない限りめったに人を攻撃するこ

とはないので周辺に巣が出来ても、放つておけば危害はきわめて少ない。ただし、人通 りが

激しい場所や、子供の遊び場などは危険なので専門家に声をかけたほうが良い。初夏はミツ

バチ繁殖期である。新しく女王蜂が生まれると、今までいた旧女王蜂は仲間のおよそ半分の1古

働きパチと共に新しい住居地を求めて外に出る。これが巣別れ(分封)で、多くのハチが周囲を !ば

狂つたように飛び回る。普通の人は恐れて当然であるがtこの時のハチはきわめて上機嫌で、. |

やがて■個所に集まる。この時にAが騒ぐとかえつて刺されることがあるのでおとなしくな■

るのを待つ方が良い。数年前に私の勤務校の道路を隔てた隣のマンションの玄関にニホンミ  i

ツバチが巣別れで群がつたことがあるとすぐ
“
出動

"し
たので事無きを得たが、人通りの多 i

いマンションの玄関とあつてはヒヤヒヤものである。また、民家で 「キンリョウヘン」とい

う間を栽培している場合、開花時にニホンミツバチは特異的にこの花に集まる。この開を唇 |(

やベランダなどで多く栽培している家庭(マンションも含む)には大☆が来る可能性がある。Fャ|ド;

ホンミツバチに比べてセイヨウミツバチは少し攻撃的な面があるが基本的には変わらないさ 十H

いずれにせよ次回に書くように「油断大敵Jである。<続 く>

図 2 交 通公田に展示してある機関車内部に営業

した巣を処理している私。シヤツの斑点模構は飛び

交うハチ。と上に取り除いた巣のあとがある。

田3 高 速近路工事現糧で最彰 (板橋区役所前)

下は中仙道て車の列が見える。開放空間に昔巣.
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活動のお細らせ
となたても参加てきます。くわしいことは事稀寓 (3579)2598ま で。

● 2月 定例会

日時 :2月 4日 (金)18:30～ 20i30

場所 :産文ホール 第 4会 議室

● 3月 定例会

日時 :3月 3日 (金)18:30～20:30

場所 :産文ホール 第 4会 議室

●赤塚の森ポランティア

●1月例会 (新年会があるので休みます)

02月 例会

日時 :2月 26日 (土)13:30～

場所 :三園 1丁 目集会所

●域 llL広場 の車地 保全柵

切つた長い竹 ・剪定枝が竹林に山積みされて

いますとこれを使つて広場の車原用の低しヽ柵

をつくります。1月 は竹を切つたり,書」つたり、

2月 から広場で柵づくり (杭打ち、横木渡し

等)を 行います。

1月 の活動

日時 :1月 22日 (土)10:00～ 12:00

場所 :美術館集合

持ち物 :軍手、夕方ルなど

2月 の活動

日時 :2月 26日 (土)1位 00～12:00

場所 :赤塚城llL広揚

持ち物 :軍手,夕牙ルなど

0自 然池の清掃

溜池公園では3月に梅まつりが開かれます。

従来は今の自然池にステージがつ<ら れて

いましたが、今回はBIJの場所に移ります。お

祭り前に自然池を掃除します。    ′

日時 :2月 27日 (日)10100～ 12:00

場所 :美術館前

持ち物 :寧手、タイル、長靴 (あれば)、男

定ハサミ

●梅祭 り PR

梅祭り会場でパネル展示をします。お手伝い

くださる方は下記へ。

日時 :3月 4日 (土),5日 (日)

10:00～ 16:00

場所 :自然池前

連絡先 :坂本 (3579)2598

●竹グループ

竹とんぼづくりのほか、竹を使つた実用品 ・

手作り品をを試作します。アイデイア提供

大歓迎 (毎月第 1± 8程日)ど なたでも

日時 :2月 5日 (土)13:30～ 16:00

3月  末 定

場所 :三園′J 学ヽ校地域活動数室

持ち物 :軍手、小力、

連絡先 :猪鼻 (3933)8269

●徳丸が原公園 自然池づ くり勉強会

公園の池の一部を、市民が主体になつて生き

物の住める水辺につくりかえます。日程未定。

興味のある方は、大西 (3938)3106ま たは

下日 (3955)0803ま で


